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事業概要 鏡川清流保全 里山保全 野生鳥獣保護等

高知市環境部新エネルギー・環境政策課

■基本情報

鏡川流域の自然資本の価値と持続性を高めるため、鏡川を
軸にした地域循環共生圏の実現を目指している。
そのため、鏡川流域の自然と人、人と人をつなぐ「鏡川流

域関係人口」を創出・拡大することを目的に、以下の取組を
実施している。
①鏡川流域内関係人口創出講座の開催
②鏡川流域外関係人口創出講座の開催
③鏡川流域関係人口プロモーション
④電子地域ポイントシステムまちのコ
イン「ぼっちり」の活用

■SDGsの取組・目標

鏡川流域関係人口創出事業
～鏡川流域パートナーシップ～

2022年度の取組紹介！
鏡川×関係案内人×まちのコイン「ぼっちり」

＜講座受講生によるイベント開催＞

担当窓口：山﨑、山中 TEL：088-823-9209

■連絡先
★こんなパートナーを探しています!
・ESG、SDGｓ人材の育成をしたい企業様
・企業版ふるさと納税を通して取組を応

援していただける企業様

LS四国登録年度：2021～
■地域のステークホルダーとの連携

E-Mail：kc-180500@city.kochi.lg.jp

URL：https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/186/kagamigawaryu
uikikannkeizinnkousousyutuzigyou.html

↑「ぼっちり」の詳細
はこちら

鏡川流域関係人口創出講座受講生（関係案内人）や電子地域ポイントシス
テムまちのコイン「ぼっちり」をきっかけに、多様な主体による自発的な鏡
川流域への関わりが生まれている。

2021年度講座の受講生が、鏡川上流域の古民家利
活用に取り組む受講生と協力して「鏡川でのサン
セットヨガ＆和蝋燭体験」を実施した。
普段上流域に足を運ぶことの少ない参加者に、鏡

川の新たな魅力をしってもらうきっかけとなった。

↑「ぼっちり」のチケット
＜大学生による古民家利活用＆動画制作＞

大学生グループが、鏡川の古民家の活用や鏡川の
清掃活動を行い、「ぼっちり」の取組を紹介する動
画を制作した。学生のアイデアがつまった大変分か
りやすい動画となり、取組の広報につながった。
また、これをきっかけに、その後も大学生による

「ぼっちり」の活用をはじめとする流域への関わり
が継続している。



高知市

背景
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これまでの取組

事業
内容

◆鏡川は坂本龍馬が泳いだことでも知られる高知市の中心を流れる清流
◆源流から河口までが一つの市域に含まれる全国的にも珍しい河川
◆地域住民の主体的で持続的な保全活動により、「平成の名水百選」に選定されている
◆上流域は市街地からほど近く、雄大な景観と四季折々の美しい景色を楽しむことができる
◆下流域は散策や水遊びの場として幅広く利用されるなど、市民に広く親しまれている

◆少子高齢化、様々な分野での担い手不足により、流域の自然への適切な関わりが減少

鏡川流域関係人口創出事業

流域の美しい景観や自然環境の喪失 自然災害等のリスク増大

◆鏡川流域の自然と人、人と人をつなぐ「鏡川流域関係人口」を創出・拡大
◆鏡川流域の自然資本の価値と持続性を高める

鏡川を軸にした地域循環共生圏の実現

①流域内関係人口講座の開催 ②流域外関係人口講座の開催 ③鏡川流域関係人口プロモーション ④電子地域ポイントシステムの活用
鏡川流域の関わりしろを見つけ、自分
なりの関わり方を実行できる人材を育成
することで、上流と下流のつながりを生み、
流域内資源の相互補完・相互作用を
促進する

都市圏などの流域外から流域の自然に
多様に関わることのできる人材を育成し、
流域外からの新たな視点での関わりを創
出する

WEBを活用したプロモーションにより、流域
内外に鏡川流域パートナーシップを広める

電子地域ポイントシステム「まちのコイン（スマ
ホアプリ）」の高知市版「ぼっちり」を通じて、流
域への関わりしろを見える化し、誰もが気軽に
流域に関わることのできるきっかけを作る

◆講座開催による関係人口創出と関わりとつながりを可視化するネットワークインフラである電子地域ポイント
システムの活用を一体的に実施することで、流域の自然と人、人と人の多様な関わりとつながりを促進する

↑まちのコ
イン「ぼっち
り」の詳細
はこちら

←「ぼっち
り」の体験
チケット事
例

◆鏡川での環境学習会の開催
◆HP・SNSでの情報発信
◆流域の自然環境・景観調査
◆河川保護団体への支援

鏡川流域パートナーシップ
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高知市 鏡川流域関係人口創出事業
◆鏡川流域の自然と人、人と人の多様な関わりと

つながりの増加
◆流域の相互連携・相互作用の促進

鏡川を軸にした高知市版地域循環共生圏（ローカルSDGs）の実現

↑R３年度講座及び「ぼっちり」によって生まれた流域との関わり

企業さまに求めるもの・連携イメージ

企業さまのメリット

◆企業版ふるさと納税による支援
◆ESG、SDGｓ人材育成研修の受入れ
◆関係人口講座への参画（講師等）

環境（Environment）

社会（Social）

生物多様性の確保 水資源の保全 自然災害対策

人材育成

【連絡先】 高知市環境部新エネルギー・環境政策課 TEL: 088-823-9209 E-mail:kc-180500@city.kochi.lg.jp

◆SDGsへの貢献
◆電子地域ポイントシステムによるSDGs活動の見える化
◆企業のESG評価向上、資本家・顧客へのESG活動PR
◆高知市、鏡川流域関係人口とのパートナーシップ構築
◆鏡川流域関係人口による新プロジェクトへの参画機会創出

地域課題解決 地域の魅力向上

ESG活動を促進

流域外都市

中山間地域 自然資源・
生態系サービス

資金・人材等

自立分散型社会

自立分散型社会

鏡川

＜鏡川流域の目指す姿＞

鏡川流域パートナーシップ


